
【現地視察】「宝達志水町内の被害状況」

　
平
成
28
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
事
業
で
あ
る
。

　
対
象
者
は
公
益
性
の
あ
る

市
民
団
体
、
今
年
度
か
ら
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
追

加
。
対
象
事
業
は
、
市
民
団

体
が
自
主
的
に
実
施
す
る
新

た
な
事
業
（
既
存
事
業
外
）
、

地
域
の
広
い
範
囲
で
事
業
効

果
が
あ
り
地
域
の
活
性
化
や

魅
力
の
向
上
・
課
題
解
決
に

資
す
る
も
の
な
ど
と
さ
れ
て

い
る
。
補
助
金
は
、
限
度
額

30
万
円
、
補
助
率
は
１
０

０
％
。
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
１
４
９
件
の

事
業
が
採
択
さ
れ
、
約
９
割

が
継
続
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
で
震
度
５
強
を
観
測
。

全
庁
体
制
で
避
難
所
の
開
設
、

物
資
配
布
、給
水
支
援
、ト
イ

レ
支
援
、入
浴
支
援
等
を
実

施
。広
報
活
動
を
通
じ
町
民

の
不
便・不
安
の
解
消
に
努
め
、

影
響
を
最
小
限
度
に
と
ど
め

る
対
策
を
講
じ
た
。開
設
し

た
25
か
所
の
避
難
所
に
、想

定
以
上
の
町
民
約
半
数
の
避

難
者
を
収
容
。人
的
被
害
は

な
く
、住
家
１
，８
０
９
棟
、非

住
家
７
１
８
棟
の
被
害
が

あ
っ
た
。液
状
化
に
よ
り
道
路

の
沈
下
、噴
砂
、家
屋
の
倒
壊
、

傾
斜
が
発
生
し
取
り
壊
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
建
物
が
、

現
在
も
な
お
取
り
壊
し
を

待
って
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
今
後
、
集
落
主
導
で
避
難

所
を
運
営
で
き
る
よ
う
自
主

防
災
組
織
の
拡
充
、
避
難
所

物
資
の
事
前
集
積
、
必
要
備

蓄
品
の
数
量
・
内
容
の
検
討

（
女
性
用
品
・
ペ
ッ
ト
用
品

等
）
各
地
区
で
の
福
祉
施

設
・
医
療
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
安
心
で
き
る
避
難
行

動
が
具
体
的
に
行
え
る
か
な

ど
の
取
組
や
半
島
地
域
特
有

の
道
路
事
情
も
課
題
で
あ
る
。

【
所
感
】

①
自
分
の
街
を
自
分
達
で
ど

う
し
た
い
の
か
、
行
政
と
地

域
住
民
と
の
連
携
が
住
み
た

い
街
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

②
災
害
対
策
本
部
と
地
域
住

民
と
連
携
し
て
不
安
解
消
に

対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
、

情
報
を
的
確
に
捉
え
支
援
を

行
う
こ
と
③
自
主
防
災
組
織

の
活
性
化
が
重
要
な
こ
と
な

ど
、今
後
参
考
と
な
る
事
例

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
平
成
23
年
度
に
条
例
を
制

定
し
、
５
回
の
改
正
を
行
っ

て
い
る
。
条
例
制
定
は
、
当

事
者
が
声
を
上
げ
、
内
容
も

当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
改
正

に
つ
い
て
は
、
有
識
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
や
検
討
会
が

開
催
さ
れ
改
正
。

　
条
例
制
定
・
改
正
の
効
果

と
し
て
、
被
害
者
支
援
へ
の

市
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
他

人
事
か
ら
我
が
事
へ
と
市
民

の
意
識
が
変
化
し
た
。

　
条
例
の
特
徴
と
し
て
、
被

害
者
の
権
利
を
条
例
の
名
称

や
目
的
、
基
本
理
念
に
明
記
。

条
例
の
附
則
に
お
い
て
、
条

例
の
検
証
及
び
見
直
し
の
規

定
を
う
た
い
、
３
年
を
経
過

す
る
ご
と
に
犯
罪
被
害
者
等

を
取
り
巻
く
社
会
状
況
に
適

合
し
て
い
る
か
検
証
し
、制
度

等
の
見
直
し
が
適
当
で
あ
る

と
判
断
し
た
と
き
は
、必
要
な

措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。

　

医
療
費
、保
育
料
、お
む
つ
、

中
学
校
給
食
費
、遊
び
場
の

５
つ
の
無
償
化
で
、全
て
所
得

制
限
や
自
己
負
担
は
な
く
、

誰
も
が
必
要
な
ベ
ー
シ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
提
供
し
、

市
民
か
ら
預
か
っ
た
税
金
を

現
金
給
付（
バ
ラ
マ
キ
）で
は

な
く
、現
物
給
付
に
よ
る
付
加

価
値
を
つ
け
て
返
し
て
い
た
。

　
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
み
や
の
ま
え
文
化
の
郷

再
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

美
術
館
や
博
物
館
な
ど
の
５

つ
の
施
設
を
集
約
し
、
令
和

４
年
度
に
開
館
。
総
事
業
費

は
約
16
億
円
で
、
指
定
管
理

者
制
度
を
利
用
し
、
年
間
約

２
億
３
千
万
円
の
委
託
料
を

計
上
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
基
本
方

針
は
、伊
丹
の
歴
史
・
芸
術
・

文
化
を
身
近
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
し
て
再
整
備
す
る
と
と

も
に
、
観
光
・
集
客
施
設
と

し
て
の
機
能
を
強
化
し
た
。

【
所
感
】

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
・
子

育
て
支
援
に
係
る
取
組
に
つ

い
て
は
、
南
島
原
市
民
一
人

ひ
と
り
の
幸
せ
の
た
め
、
ま

た
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実

現
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
支

援
等
を
充
実
さ
せ
る
取
組
の

必
要
性
を
感
じ
た
。

　
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
お
い
て
は
、
共
有
ス
ペ
ー

ス
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
展

示
や
製
作
体
験
が
行
わ
れ
、

ま
た
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
は
四
季
に
応
じ
た
食
べ
物

な
ど
を
数
か
月
の
ペ
ー
ス
で

出
店
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
参
考
に
な
る
部
分

が
多
く
、
今
回
の
視
察
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
取
組
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

■
11
月
５
日（
火
）

石
川
県
白
山
市

「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
」
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令
和
６
年
11
月
５
日（
火
）〜
11
月
７
日（
木
）

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告
書

令
和
６
年
11
月
５
日（
火
）〜
11
月
７
日（
木
）

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告
書

■
11
月
６
日（
水
）

石
川
県
宝
達
志
水
町

「
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

被
害
状
況
震
災
後
の
復
旧

状
況
と
取
組
に
つ
い
て
」

■
11
月
５
日（
火
）

兵
庫
県
明
石
市

「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に

つ
い
て
」

■
11
月
６
日（
水
）

兵
庫
県
伊
丹
市

「
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

「
子
育
て
支
援
に
係
る
取

組
に
つ
い
て
」

【
他
、研
修
先
】

■
11
月
６
日（
水
）

石
川
県
中
能
登
町（
道
の

駅「
織
姫
の
里
な
か
の
と
」）

■
11
月
７
日（
木
）

岐
阜
県
白
川
村「
世
界
遺

産
　
白
川
郷
」

喜多方市での研修の様子
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平
成
18
年
に
国
の
構
造
改

革
特
別
区
域
と
し
て
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
喜
多
方
市
小
学

校
農
業
特
区
の
認
定
を
受
け
、

小
学
校
に
全
国
初
の
教
科
と

し
て
の
「
喜
多
方
農
業
科
」

の
授
業
が
開
始
さ
れ
る
。

　
現
在
、
市
内
17
校
す
べ
て

の
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

　
「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学

ぶ
」
精
神
に
基
づ
き
、
農
作

業
の
実
体
験
活
動
を
重
視
し

た
教
育
を
展
開
す
る
。

一　
豊
か
な
心
の
育
成
、　

二　
社
会
性
の
育
成
、

三　
主
体
性
の
育
成
、　

　
農
業
科
支
援
員
（
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
農
業
指
導

を
行
い
、
堆
肥
に
つ
い
て
は

地
元
農
業
高
校
に
供
給
と
運

搬
を
依
頼
す
る
な
ど
地
域
と

連
携
し
た
事
業
で
あ
り
、
減

農
薬
の
取
組
や
学
校
給
食
へ

の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
取
れ
た
作
物
か

ら
弁
当
づ
く
り
、
販
売
ま
で

の
企
業
体
験
を
と
お
し
て
、

農
業
従
事
者
や
農
業
に
関
心

を
持
っ
た
子
供
達
の
育
成
を

目
指
し
て
行
く
。

　

農
業
の
概
要
は
耕
地
面
積

７
，９
４
０
ha
、47
．４
％
、（
田

６
，６
７
０
ha
、畑
１
，２
７
０

ha
）圃
場
整
備
率
79
．６
％
。

主
な
作
物
、水
稲
、麦
類（
小

麦
、大
麦
）、い
ち
ご（
生
産
量

日
本
一
）、た
ま
ね
ぎ
、な
す
。

　
市
単
独
の
支
援
と
し
て
は
、

初
期
投
資
に
対
す
る
補
助
、認

定
農
業
者
に
10
分
の
３
、上
限

３
６
０
万
円
と
新
規
就
農
家

賃
補
助
、家
賃
の一部
補
助（
２

分
の
１
）月
の
上
限
２
万
円
。

　
研
修
体
制
と
し
て
は
、
い

ち
ご
の
み
だ
が
新
規
就
農
者

塾
を
農
協
が
実
施
。

　

遊
休
農
地
の
農
地
面
積
に

占
め
る
割
合
は
０
．２
４
％
と

低
く
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
利

用
意
向
調
査
に
力
を
入
れ
発

生
予
防
に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
の
解
消
面
積

2．2 

ha
。

　
長
崎
選
出
衆
議
院
議
員
へ

島
原
天
草
長
島
連
絡
道
路
の

早
期
事
業
化
等
に
つ
い
て
要

望
書
を
提
出
し
た
。

【
所
感
】

　

市
を
挙
げ
た
農
業
の
魅
力

を
学
び
伝
え
る
取
組
や
有
休

農
地
発
生
予
防
と
し
て
の
基
盤

整
備
の
重
要
性
や
農
地
を
遊

休
化
さ
せ
な
い
未
然
防
止
の
取

組
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。

■
10
月
29
日（
火
）

福
島
県
喜
多
方
市

「
小
学
校
農
業
科
」

■
10
月
31
日（
木
）

「
国
会
議
員
へ
の
要
望
」

■
10
月
30
日（
水
）

栃
木
県
真
岡
市

「
新
規
就
農
者
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
」

農
林
水
産・建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

令
和
６
年
10
月
29
日（
火
）〜
10
月
31
日（
木
）

議原南島 市 会

百条委員会とは、都道府県及び市町村の事務に関する調査権を規定した地方自治法第
100条に基づき、地方議会が議決により設置する特別委員会の1つです。（特別委員会の設置根拠は地方自
治法第109条）
　地方自治法第100条第１項には「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の事務に関する調
査を行い、選挙人その他の関係人の出頭及び証言並びに記録の提出を請求することができる。」(一部抜
粋)との条項があり、この権限は議会の百条調査権とも呼ばれています。
　百条調査権の発動に際しては、証言・若しくは資料提出拒否に対し禁錮刑を含む罰則（同条第３項）が
定められており、国会の国政調査権（日本国憲法第62条）に相当するものです。議会の議決にあたっての
補助的権限、執行機関に対する監視機能、世論を喚起する作用を有しています。　  【ウィキペディアより】
■百条委員会の意義としては以下のようなものが挙げられます。
１．行政監視機能
　　　議会が行政をチェックし、不正や問題点を明らかにすることができます。
２．住民への説明責任
　　　調査結果を公開することで、住民に対する説明責任を果たすことができます。
３．再発防止
　　　問題の原因を究明し、再発防止策を提言することができます。
４．議会の存在感
　　　議会が主体的に調査を行うことで、二元代表制における議会の役割を示すことができます。

Answer!
百条委員会とは
Question?

「
体
験
を
重
視
し
た
教
育
」

「
遊
休
農
地
解
消
の
取
組
」


